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内容の要旨及び審査の結果の要旨
慢性腎疾患に認められる腎機能の進行性増悪の過程は，組織学的に十分には解明されていない。近年，部分腎摘動
物実験モデルで糸球体サイズとメサンギウム硬化との間に，二相性の関係一すなわち，早期にはメサンギウム領域
の拡大と糸球体肥大がともに認められ，更にメサンギウム領域の拡大が進行し硬化に至ると糸球体は逆に萎縮するこ
と－が報告されている。実際にヒトの腎疾患の中でも，oligomeganephronia，糖尿病性腎症，逆流性腎症，巣状
糸球体硬化症などでそのような関係が報告されている。しかし，ヒトの腎炎の中で最も頻度が高いメサンギウム増殖
性糸球体腎炎での検討はまだない。
本研究では，ヒトのメサンギウム増殖性糸球体腎炎の進行の過程を，２回以上腎生検を施行した23例の患者の腎生
検組織標本を用いて，メサンギウム容積，糸球体容積，その比である％メサンギウム容積などを計測して検討してい
る。２回目腎生検でメサンギウム容積と糸球体容積がともに増加していた８例では，糸球体濾過量はむしろ増加傾向
が認められ，５から10年後の経過観察でも末期腎不全に至った症例を認めなかった。一方，糸球体容積の減少と％メ
サンキウム容積の増加を認めた12例では，２回目腎生検時に糸球体濾過量は有意に低下しており，経過観察中に３例
が保存期腎不全，４例が末期腎不全へと進行した。また，３回腎生検を施行した１例では，２回目腎生検時にメサン
ギウム容積と糸球体容積はともに増加し，３回目腎生検時には糸球体萎縮，％メサンキウム容積の増加と硬化糸球体
数の増加が認められた。このことは，ヒトのメサンギウム増殖性糸球体腎炎でも，メサンギウム容積と糸球体容積の
間に二相性の関係が存在して，糸球体硬化に至ることを示唆する所見と考えられる。その他メサンギウム容積，糸球
体容積の増加とともに糸球体毛細血管径は増加し，糸球体萎縮にともない糸球体あたりのメサンギウム細胞数，毛細
血管数，％毛細血管容積の減少が認められ，糸球体硬化の所見と考えられた。
メサンギウム基質の拡大によって引き起こされるmesangialfailureにより，糸球体硬化が進行するとの報告があ
る。本研究は，限られた生検材料での検討ではあるが，糸球体，メサンギウムの形態計測学的変化が腎機能低下に直
接につながったことをヒトメサンギウム増殖性糸球体腎炎で明らかにしたものと考えられる。従来のように腎生検標
本の観察のみでなく，組織形態計測上の変化を検討することは，腎炎の進展状態，治療による効果の判定に有用と考
えられ，腎臓内科学の臨床に貢献する労作と評価された。
－７４－
